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行くこと



なぜ必要？

• まちを持続させるため

定住人口

交流人口

関係人口

シビックプライド・・・

一方的に発信する時代でもなくなっている

「語ってもらう」ことの重要性

→でも感覚知だけで語ってほしくはない→「データ」



１．まちの魅力の見つけかた

• 「ない」ことはない

• 自分の記憶を掘ってみよう

• いろいろな人に聞いてみよう

• なるべくたくさん挙げてみよう

• 強みだけではなく、弱みも

• 具体→抽象へ

• とりあえずRESASさわってみる→ココ重要！（笑）





２．まちの魅力の伝えかた

＜よく聞かれる2大課題＞

• 伝える内容がわからない

• 届け方が分からない

伝えるには

• 客観性（データ）

• 主観性（エモ）

両方を使いこなすことが大切



データ＆エモの例（１）



データ＆エモの例（２）

• わたしのまちは、緑と共生しています。

• 日本の都市でJRの駅から徒歩2分の場所では一番広く東京ドーム２0
個分の公園があるので暮らしたいまちです。

わたしのまちは、緑と共生しています。

日本の都市で海岸がある場所では一番広く東京ドーム２0個分の公園が
あるので暮らしたいまちです。

第1位

第1位



３．シビックパワーバトル

オープンデータを使って、まちの魅力を市民がプレゼン
バトルする

• まちの魅力が発掘できる

• オープンデータの利活用ができる

• 市民との協働ができる

「知る」はすべての入り口になる



シビックパワーバトル関西
大阪夏の陣

・関西ならではのユーモア
・1番データにこだわり
・勝ちに行く



オープンガバメント推進協議会シビックパワーバトル

・2年目からは学生がプレゼン
・ラップ、コスプレなど工夫
・学生たちが街を好きになる



シビックパワーバトル愛知どまんなか

・住宅都市の魅力
・多様な市民プレーヤー
・その後続く街も


